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国際私法による法の適用関
係の処理

公法と私法の区別してー、

現在のサヴィニー型国際私法の基本的枠組み

・　私法については単位法律関係ごとに最密接関係地
法を適用(外国法は公序違反のときのみ適用排除)

・　公法については法の目的に沿った地域的適用範囲
の問題として処理（外国公法不適用の原則)
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Friedrich Carl von Savigny
(1779-1861)

“System des heutigen romischen Rechts”
(『現代ローマ法体系』)，第8巻(1849)

サヴィニー
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サヴィニー型国際私法による私法
上の問題についての準拠法決定
方法

法的問題 準拠法
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サヴィニー以前の
法規分類説

Bartolus de Sasseferato
(1314-1357)
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法規分類説による方法

人に関する法

法的問題

物に関する法

属人的適用

属地的適用

法
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サヴィニーによるコペルニクス
的転換

法的問題 法

サヴィニー型国際私法

バルトルスをはじめとする
法規分類説的国際私法
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サヴィニー型国際私法における２つの
キーワード：単位法律関係と連結点

B: 連結点(連結素)
A: 単位法律関係

「AはBの地(国)の法律による。」

たとえば、法例11条1項：
「･･･不法行為ニ因リテ生スル債権ノ成立及ヒ効力ハ
其原因タル事実ノ発生シタル地ノ法律ニ依ル 」
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段階的連結

B: 責任を追及されている者の主たる営業所
所在地

A: 直接の被害者の常居所地

製造物責任の準拠法に関するハーグ条約 (1973)

C: 直接の被害者が製品を入手した地

D: 損害発生地
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製造物責任条約の段階的連結

A=B又は
A=Cであれば,
A国法適用.

D=A，
D=B又は
D=C であれば
D国法適用.

B国法適用。ただし、請求権者はD国法に基
づく請求をすることもできる(請求権者に法選
択を認める).

第１段階:

第３段階:

第２段階:
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ベルヌ条約(1886)：
５条２項：
「(1)の権利の享有及び行使には、いかなる方式の
履行をも要しない。その享有及び行使は、著作物の
本国における保護の存在にかかわらない。したがっ
て、保護の範囲及び著作者の権利を保全するため
著作者に保障される救済の方法は、この条約の規
定によるほか、専ら、保護が要求される同盟国の法
令の定めるところによる。」
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ベルヌ条約(つづき)

１４条２項(a):
「映画の著作物について著作権を有する者を決定す
ることは、保護が要求される同盟国の法令の定める
ところによる。」

その他、７条８項、１０条の２、１項なども類似の規定。
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「保護が要求される同盟国の法令の定
めるところによる(“shall be governed 
exclusively by the laws of the country where 
protection is claimed” )」の解釈

第１説：保護国法説(＝不法行為地法説)
第２説：法廷地実質法説

第３説：法廷地国際私法説
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インターネットを通じた
著作権侵害の準拠法

保護国法は、発信地法 or 受信地法？

衛星放送の先例

インターネットを通じた著作権侵害の場合との整合
性

製造物責任の準拠法との整合性
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国際裁判管轄

Preliminary Draft Convention on Jurisdiction and 
Foreign Judgments in Civil and Commercial Matters 
made on 30 October 1999

Article 12 Exclusive jurisdiction
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Article 12 Exclusive jurisdiction
1-3. [omitted]
4. In proceedings which have as their object the registration, 
validity, [or] nullity [, or revocation or infringement,] of patents, 
trade marks, designs or other similar rights required to be 
deposited or registered, the courts of the Contracting State in 
which the deposit or registration has been applied for, has taken 
place or, under the terms of an international convention, is 
deemed to have taken place, have exclusive jurisdiction. This 
shall not apply to copyright or any neighboring rights, even 
though registration or deposit of such rights is possible.
[5. In relation to proceedings which have as their object the 
infringement of patents, the preceding paragraph does not 
exclude the jurisdiction of any other court under the Convention
or under the national law of a Contracting State.]
[6. The previous paragraphs shall not apply when the matters 
referred to therein arise as incidental questions.]
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最高裁平成13年6月8日判決
(第２小法廷)(民集55巻4号727
頁)
・「ウルトラマン」のテレビシリーズについてタ
イ人がその著作権者である旨主張して争
いになった事件

・　外国の著作権侵害についても管轄を肯定

・ 通常の管轄ルールを適用(たとえば、不法
行為地管轄)
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Thank you


















